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3月15日(火)
職業奉仕委員会主催
　会員卓話「私の職業」
　　川城孝夫会員
東天紅
点鐘12:30

2016年3月8日(Vol-30)

■ニコニコBOX
・佐藤…40 周年式典御苦労さまでした。
・津田…会員 30 年を記念して頂きました。ありがとうございました。
・並木…40 周年御苦労さまでした。今月でひとつ年を取ります。
・内貴…40 周年記念会お疲れ様でした。
・園川…永年会員ということで感謝状を頂いて。
・山本…40 周年御苦労さまでした！
・阿部…40 周年、皆様お疲れ様でした。
・川島義美…在籍 30 周年以上ということで表彰ありがとうございました。40 周年実行委員会の皆様ありがとうございました。
・平塚…結婚 34 回（3 月 13 日）になります！ありがとうございます！
・海寶…創立 40 周年記念事業、皆様のご協力ありがとうございます。
・野口…創立 40 周年にご協力頂いたことに心より感謝申し上げます。
・大森…40 周年記念式典、皆さんご協力ありがとうございました。
・瀧澤…創立 40 周年記念式典無事に終了を祝して。
・田口…40 周年お世話になりました。千城ウィンドシンフォンカの森川さんには感謝、感謝です。
・今野…40 周年お疲れ様でした。
・前野…40 周年大会お疲れ様でした。ありがとうございました。
・花澤…40 周年御苦労さまでした。
・白井…誕生祝いありがとうございます。
・木村龍次…会員増強オープン例会ＲＣに興味のある方をお連れください。
・山木…創立 40 周年記念式典お疲れ様でございました！
・友田…先日は、40 周年行事で千葉ベタニヤホームを訪問くださいましてありがとうございました。
・中谷…家内に感謝です。
・松本…40 周年記念事業ボーイスカウト 14 団支援ありがとうございました。
・事務局森川…40 周年では楽しく演奏させて頂きありがとうございました。

■クラブフォーラム　主催 /社会奉仕委員会　山 木 克 史  社会奉仕委員長
　社会奉仕委員長を仰せつかっている山木です。

　本日は、クラブフォーラムという事で、諸先輩大勢居られるなか、入会 2 年の未熟者で、大

変恐縮ではございますが、お話させていただきます。

　昨年の 7 月から 8 ヶ月が経ち、早いもので残すところ 4 ヶ月を切ってしまいました。

　8 月ディアフレンズの夏祭りの参加、10 月千葉商業高校の生徒達との合同事業である、JR

稲毛駅のふれあい花壇の植替え、11 月チャリティーコンサート支援等の活動をやって参りま

した。近々では、5 月に 2 回目になりますがふれあい花壇の植替えが行われます。

その時は、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

　本日は、社会奉仕活動とふれあい花壇の植替え事業についてお話させていただきます。

　社会奉仕とは、『利益追求を目的とせず社会的課題に貢献する活動』となっております。近年では、都市化の進展、

核家族化、少子化等により、地域の連帯感が薄れ、地域社会における人間関係の希薄化が進んでいると言われており

ます。

　これは、自治会、町内会のお祭り、日本伝統行事の継承困難というように、地域コミュニティーの減少に繋がる事

だと思います。昔から比べますと、マンションが増え、隣の家との繋がりがないのも当たり前の時代背景を考えます

とコミュニケーション不足は否めない状況にあると思います。確かに、私の住んでいるマンションも自治会がありま

せん。子ども繋がり、趣味繋がりで特定の方としかお付き合いしてない状況です。では本当に社会奉仕が衰退してい

るのでしょうか。地域コミュニティーを考えると確かにそうかもしれません。

　ボランティア活動はどうでしょう。ボランティアとは、『自ら意思で社会や人に無報酬で公益的活動をする事』と

記載されております。このボランティアの名前が広がったのは、1995 年 1 月 17 日に起きた阪神・淡路大震災か

らと言われているようです。1 月 17 日をボランティアの日とされております。

　東日本大震災では何万人のボランティアの力で復興に進んでおります。また平成 26 年 8 月 20 日に起こった、広

島土砂災害。また最近では、鬼怒川の堤防決壊。その時も、1 日 1300 人のボランティアが毎日訪れ、指揮する人

が対応できなくなるほど、ボランティア活動する人たちが集まったそうです。社会奉仕活動＝ボランティア活動だと

思います。

　行動形式・守備範囲・成果など違いはありますが、皆自らの意思で、無償の活動をする事により、同じ方向性を持

ち活動する事はすばらしい事だと思います。

　今後の私の人生に於いても、このような気持ちを持ち続けて何か活動して行きたいと思います。


